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一‘

な
り
ま
す
。
分
け
合
い
支
え
合
う
喜
び
を
知

り
、
幸
せ
を
実
現
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

〈平
和
〉

歯
止
め
な
き
自
然
破
壊
は
滅
亡
へ
の
道
で

す
。
す
べ
て
の
命
を
慈
し
む
と
き
、
共
生
の

輝
き
に
包
ま
れ
る
の
で
す
。

〈環
境
〉

私
の
一
生
涯
の
願
い
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
と
i

人
と
が
仲
良
く
共
に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
~

よ
う
な
和
合
の
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
と
一
皆
様
と
共
に
、
み
仏
の
教
え
に
か
な
っ
た
一

の

一
願
に
つ
き
ま
す
。

t

i
道
を
歩
ん
で
参
り
た
い
と
切
に
念
願
い
た
し
i

世
界
は
1

利
害
を
巡
る
駆
け
引
き
の
中
で
、

T

ま
す
。

民
族
や
宗
教
を
対
立
の
軸
と
し
て
悲
惨
な

一

南
無
釈
迦
牟
尼
仏

｀

叫
□
詞
9
-―
n

'

'

-

t
,

奪
い
合
い
傷
つ
け
合
｝
ラ
社
会
は
、
遠
か
ら
一
宗
門
の
布
教
教
化
は
‘
＿
仏
両
祖
の
み
教

一

ず

滅

亡

に

向

か

い

ま

す

。

．

え

を

基

本

に

、

深

く

時

代

を

見

極

め

、

「

宗

門

i

分
け
合
い
助
け
合
う
社
会
こ
そ
‘
r
未
来
に
`
[
に
何
が
求
め
ら
れ
て
、い
る
の
か
、
何
を
な
す

一

希
望
を
見
出
せ
る
の
で
す
。
~
べ
き
か
」
を
熟
慮
し
、
推
進
す
べ
き
で
あ
り
ま

、

i

曹
洞
宗
は
、
時
代
と
社
会
を
直
視
し
て
、

~
す
。
そ
の
上
で
、
混
乱
す
る
世
相
に
あ
っ
て
、
、
i

本
年
度
も
信
仰
生
活
の
実
践
を

「
同
事
行
」
と
~
人
々
の
光
明
と
な
り
得
る
寺
院
づ
く
り
を
目

i`

定
め
ま
す
。

I

]

指
し
｀
布
教
綱
領
「
ま
ご
こ
ろ
に
生
き
る
」
の

[

私
た
ち
は
、
共
に
限
り
あ
る
命
を
、
一
っ
一
実
践
と
し
て
、
次
の
如
く
「
布
教
教
化
方
針
」

[
d

の
地
球
に
生
き
、

―
つ
の
大
地
に
戻
る
身
で

~
を
定
め
ま
す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
人
も
自
然
も
、
全
て
は
切

〖
一
、
主
義
主
張
や
信
条
の
違
い
か
ら
続
く
戦

一

り
得
ぬ
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
―
争
や
テ
ロ
、
国
内
外
で
頻
発
す
る
災
害
、
子

『i

す
。
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
関
係
の
揺
ち
方
で
一
ど
も
や
高
齢
者
に
危
害
が
及
ぶ
悲
惨
な
事
i

あ
り
ま
す
。

『

件
、
か
か
る
社
会
情
勢
に
鑑
み
、
本
年
度
も
i

「我
見
・
我
執
」
の
垣
を
越
え
、
助
け
合
い
]

「同
事
行
」
を
寺
檀
一
体
の
信
仰
実
践
と
定
i

支
え
合
う
仏
の
道
を
歩
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
[
'↑

め
る
。

4

が
、
『
修
証
義
』
に
示
さ
れ
た
「同
事
」
で
す
。
―

二
、
「釈
迦
牟
尼
仏
」
こ
そ
宗
門
の
本
尊
で
あ
一

偏
見
や
差
別
は
、
正
し
い
人
間
関
係
を
も
た
i
り
、
教
え
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
の
周
知
を
一

ら
し
ま
せ
ん
。

＇理
解
と
反
省
に
よ
っ
て
、
微
i
図
る
た
め
、

「南
無
釈
迦
牟
尼
仏
」
の
唱
名

i

笑
み
合
え
る
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。
〈
人
権
〉

一

を
更
に
弘
め
、
両
祖
の
教
え
を
敷
術
す
べ
i

奪
い
合
い
傷
つ
け
合
え
ば
、
怨
み
の
連
鎖
と

一、

く
、
宗
門
の
内
外
を
問
わ
ず
、
宗
典
に
触

一
／’ 

ノ

一

,, ヽ （天寧寺

＇ 
三漬の塔）

.i 
一

れ
る
機
会
を
増
や
す
よ
う
働
き
か
け
る
。

三
、
仏
教
の
根
底
に
あ
る
慈
悲
に
思
い
を
い

た
し
、
常
に
同
苦
・
同
悲
の
心
で
、
人
権

を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
事
象
に
対
じ
、

一
仏
教
徒
と
し
て
事
象
解
決
の
啓
発
教
化
に

一

努
め
る
。

四
、
釈
尊
は
、
如
何
な
る
戦
争
も
認
め
て
い

な
い
こ
と
を
認
識
し
、
弘
教
徒
と
し
て
不

戦
の
立
場
か
ら
平
和
実
現
に
取
り
組
む
。

五
、
衆
縁
和
合
の
立
場
か
ら
、
地
球
環
境
を

守
り
自
然
と
共
に
生
き
て
い
く
、
「
グ
リ

ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
運
動
を
継
続
す
る
。

六
、
脳
死
、
臓
器
移
植
、
ク
ロ
ー
ン
問
題
等

は
、
宗
教
観
そ
の
も
の
に
深
く
関
わ
る
問

題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
命
と
心
に
向

き
合
う
宗
教
者
と
し
て
考
え
て
い
く
。

七
、
菩
薩
行
の
実
践
と
し
て
、
社
会
に
寄
与

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、

青
少
年
の
指
導
教
化
に
努
め
る
。

m
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「

天

童

寺

と

。

普

陀

山

参

拝

」

参

加

者

は

予

改

で

し

た

が
、
予
定
通
り
全
行
程
を
無
事
に
つ
と

め
ま
し
た
。

参
加
者
各
位
の
ご
道
心
と
好

岡
山
県
宗
務
所
独
自
の
活
動
と
し

て
は
夏
休
み
親
子
参
禅
の
旅
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
度
は
大
本
山
永
平
寺
へ

参
禅
を
計
画
致
し
た
所
、
総
数
で
五

十
一
名
と
ま
ず
ま
ず
の
参
加
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
本
山
へ
の

行
き
帰
り
の
バ
ス
の
時
間
梢
が
長
い

の
で
、
青
少
年
教
化
員
の
協
力
の
も

と
法
話
や
ビ
デ
オ
：
ゲ
ー
ム
な
ど
を

織
り
混
ぜ
な
が
ら
有
意
義
に
活
用
で

き
ま
し
た
。
御
本
山
で
の
食
事
や
坐

禅
の
時
も
、
子
供
た
ち
は
大
変
神
妙

で
父
兄
の
方
々
共
々
に
そ
の
作
法
や

意
味
が
深
く
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で

す
。
今
年
度
も
さ
ら
な
る
参
加
を
呼

び
か
け
つ
つ
、
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
し
た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

人
権
閃
係
で
は
昨
年
は
岡
山
県
下

各
方
面
で
、
一
度
見
学
と
供
養
を
し

て
み
た
い
と
い
う
方
々
を
募
っ
て
長

島
愛
生
園
で
の
研
修
と
供
養
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
職
員
で
、
愛
生

園
と
光
明
園
で
の
施
食
供
養
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
秋
の
管
内

に

じ
め
に
、
セ
タ
ー
，
開
所
三
十
周

年
を
記
念
と
し
た
事
業
か
ら
申
し
上
げ

ま
す
。
「
法
話
集
」
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
原
稿
は
宗
務
庁
の
教
化
部
と
人
権
本

部
に
閲
覧
と
小
添
削
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
先
般
（
三
月
六
日
。
同

十
三
日
）
教
化
部
に
て
和
賀
課
長
・

松
係
長
の
ご
指
導
の
も

で
最
終
一
歩
前
の
校
正

「

セ

ン

タ

ー

だ

「

具

体

的

に
企
案
せ
よ
」
の
指
示
が
あ
り
ま
せ
I

当
方
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

し
ょ
う
か
。

P

L

 

稚

ネ

ま
れ
た
真
に
充
実
の
旅
で
あ
り
ま
し
た
。

9

勝
手
な
が
ら
絃
に
芳
名
と
道
中
の
思
い

を
記
し
、
御
礼
と
報
告
に
代
え
ま
す
。
[

芳
名
（
受
付
顧
）

荒
木
茂
樹
師
（
山
口
亨
徳
寺
）
青
柳
i

有
伸
師
（
宮
崎
地
福
寺
）
平
野
道
安
．

師
（
大
分
梅
松
寺
）
門
脇
利
法
師
i

（
島
根
一
正
法
寺
）
和
田
善
明
師
｛

（
島
根
一
宝
隆
寺
）
泰
野
尚
雄
師
[

（
島
根
二
法
蔵
寺
）
木
村
證
道
師
]

（
山
口
大
寧
寺
内
）
磯
部
誠
司
師
[

（
山
口
華
厳
寺
）
橋
本
純
司
師
（
山
[

口
西
蔵
院
）
藤
村
光
昭
師
（
山
口
[

瑞
松
庵
内
）
橋
本
高
典
師
（
山
口
萬
~

福
寺
内
）
土
田
謙
道
師
（
山
口
広
沢
[

寺
）
土
田
裕
明
師
（
山
口
広
沢
寺
内
．

駒
大
生
）
菱
田
宗
久
氏
（
広
島
ビ
ー
]

エ
ス
観
光
）
松
原
徹
心
（
山
口
光
善
~

寺
）
以
上
十
五
名
。

九
月
五
日
福
岡
を
午
後
一
時
す
ぎ
に
[

出
発
し
、
天
童
寺
へ
は
晩
八
時
頃
到
着
。
[

清
掃
の
回
廊
を
懐
中
電
灯
の
案
内
で
進
[

み
、
す
っ
か
り
モ
ダ
ン
化
し
て
い
る
宿
i

坊
に
驚
き
。

暁
天
は
三
時
の
由
、
四
時
前
の
お
迎
i

え
で
朝
課
に
随
喜
。
朝
課
罷
私
ど
も
の
~

上
供
諷
経
。

焼
香
師
を
島
根
第
一
の
門
脇
副
所
長
i

人
権
学
習
で
は
水
上
勉
原
作
「
釈

迦
内
柩
咀
」
の
公
演
を
行
う
予
定
で

す。
梅
花
関
係
で
は
県
の
奉
詠
大
会
が

四
十
周
年
を
迎
え
る
の
で
記
念
誌
的

な
も
の
が
で
き
る
と
よ
い
と
計
両
し

て
い
ま
す
。

護
持
会
総
会
で
は
一
昨
年
来
、
ニ

教
区
く
ら
い
ず
つ
活
動
発
表
を
し
て

い
た
だ
き
皆
さ
ん
に
も
喜
ん
で
も
ら

っ
て
居
ま
す
。
昨
年
は
講
演
を
弁
護

士
の
三
瀬
顕
さ
ん
に
お
願
い
し
て
大

い
に
笑
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
全
国
護
持
会
長
の
鐘
ヶ
江

氏
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
＜
予
定
で

す。
社
会
情
勢
、
地
球
環
境
と
も
に
変

動
の
時
代
に
あ
っ
て
曹
洞
宗
の
我
々

が
人
々
の
寄
り
拠
と
な
れ
る
よ
う
な

行
事
、
研
修
、
又
、
日
々
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

＠

赦

化

主

事

野

口

袢

善

l l'1  ~—’’’’’’~ l 

0
中
国
管
巨

老
師
R
維
那
は
参
拝
団
の
講
師
、

タ
ー
布
教
師
和
田
老
師
の
助
化
一

有
難
い
感
動
の
お
拝
で
あ
り
ま
し

「
こ
こ
は
高
祖
様
が
歩
か
，
5

ろ
」
の
念
い
が
た
つ
諸
堂
の
〗

ら
に
古
天
童
の
参
拝
も
成
就
。

け
ず
新
命
の
堂
頭
老
師

阿
育
王
寺
は
、
高
祖
様
の
船
に
椙
を

買
い
に
来
た
老
典
座
の
お
寺
、
ま
た
ア

シ
ョ
カ
王
の
名
の
寺
で
懐
か
し
さ
を
覚

え
ま
す
。
ま
だ
十
時
半
で
す
が
、
参
詣

が
続
々
増
え
、
露
天
の
店
も
出
て
き
ま

し
た
。
阿
育
王
寺
か
ら
高
速
道
を
走
り
、

天
台
山
ホ
テ
ル
に
到
着
。
昼
食
後
小
休

憩
し
て
、
万
年
寺
。
方
広
寺
の
参
拝
へ
。

万
年
寺
は
天
台
山
最
古
の
大
寺
監

で
、
栄
西
禅
師
修
行
の
寺
で
も
あ
り
ま

す
。
目
下
、
地
元
政
府
支
援
で
復
元
中
。

完
成
は
何
年
先
か
不
明
の
由
。
方
広
寺

は
絶
景
の
奇
岩
に
囲
ま
れ
た
珍
し
い
寺

で
、
今
修
復
の
最
中
。
し
か
し
参
詣
は

多
く
狭
い
参
道
に
店
が
い
っ
ば
い
、
ま

た
滝
を
ス
ケ
ッ
テ
す
る
人
達
を
見
か
け

ま
す
。
昼
食
の
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
早

朝
総
本
山
の
国
清
寺
に
参
拝
。
「
国
清
」

の
寺
号
は
、
天
台
大
師
の
「
寺
若
成
国

即
清
」
に
よ
る
と
の
伝
え
あ
り
。
の

《
梅
花
》

山
口
き
ら
ら
ド
ー
で
の
全
国
大

会
は
、
当
県
よ
り
二
六

0
名
の
講
員

が
参
加
。
前
晩
は
油
谷
湾
温
泉
泊
゜

県
大
会
は
、
七
月
三
日
に
庄
原
市

民
会
館
に
於
て
講
員
六
百
名
参
加
。

被
爆
六
十
周
年
を
テ
ー
マ
に
、
追
悼

法
要
並
び
に
奉
詠
゜

《
寺
族
会
》

総
会
は
六
月
十
六
日
三
原
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
に
て
、
副
所
長
の
松
原
俊

成
老
師
の
法
話
、
続
い
て
、
宗
教
法

人
会
計
に
つ
い
て
受
講
。

秋
季
研
修
会
は
、
十
月
―

1
0
日
世

ほ
う

羅
の
鳳
林
寺
を
会
場
に
宗
務
所
長
の

鈴
木
章
純
老
師
の
法
話
と
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
藤
枝
義
記
先
生
の

「
自
然
と
夢
を
」
と
題
し
た
実
演
と

指
導
を
受
け
る
。

《
檀
信
徒
研
修
会
》

十
月
中
旬
に
尾
道
天
寧
寺
と
東
城

行
事
の
活

店

＠

教

化

主

事

林

成

きべ釘復
き々興寺ンも専

用
ーヽ IJ日 パ＇ゞ 上まで

等た
'とで先］
し々に

の
ホつ

二
偲
雲
寺
を
会
場
に
、
長
福
寺
家
古
谷

i
光
現
老
師
の
講
話
、
ビ
デ
オ
の
人
権

一
学
習
を
、
共
に
百
余
名
の
檀
信
徒
が

~
研
修
。

i
《
檀
信
徒
本
山
研
修
》

]
十
月
三
十
一
日
よ
り
約
八

0
名
の

一
団
参
で
大
本
山
縛
持
寺
へ
参
籠
し
て

i
研
修
、
下
山
後
山
梨
の
石
和
温
泉
泊

~
《
東
南
ア
ジ
ア
仏
教
遺
跡
巡
拝
の
旅
》

]
十
一
月
八
日

S
十
三
日
、
参
拝
団

十
九
名
が
世
界
遺
産
ア
ン
コ
ー
ル
ワ

i
ッ
ト
と
ア
ュ
タ
ヤ
を
訪
ね
る
。
（
来

[
年
一
月
下
旬
イ
ン
ド
仏
跡
巡
拝
予

□疋

）

~
《
人
権
学
習
。
現
職
研
修
》

．
十
一
月
二
十
九
日
よ
り
人
権
主
事

]
栗
原
孝
道
老
師
の
人
権
学
習
、
花
井

．
寺
井
上
義
臣
老
師
の
葬
儀
法
の
講

~
己
文
。

5

1

＝手
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昨
年
度
は
、
夏
の
旱
魃
、
記

録
的
豪
雪
の
異
常
気
象
て
明
け
暮
れ

た
一
年
で
し
た
。
わ
が
宗
務
所
の
行

事
も
例
年
と
比
べ
て
大
き
な
変
更
点

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
諸
行
事

と
も
ほ
ぼ
計
画
通
り
執
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
偏
に
教
区

長
老
師
を
は
じ
め
教
区
内
の
宗
侶
。

寺
族
の
方
、
檀
信
徒
各
位
を
は
じ
め

関
係
諸
機
関
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の

お
陰
で
あ
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
と
比
べ
て
目
新
し
い
行
事
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
要
行
事
と
し
ま

し
て
は
、
六
月
の
檀
信
徒
本
山
研
修

と
地
方
研
修
会
、
特
派
布
教
師
巡
回
、

九
月
の
人
権
学
習
会
、
十
月
の
現
職

研
修
会
、
十
一
月
の
寺
族
研
修
会
、

―
二
月
の
梅
花
奉
詠
大
会
と
今
年
も
目

白
押
し
の
行
事
が
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
更
に
今
年
は
教
化
セ

H
 是
好

・
催
の
青
少
年
教
化
指
導
者
研
修
会
、

中
国
管
区
布
教
協
議
会
。
講
習
会
が

]
わ
が
宗
務
所
内
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

~
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
す
ま
す

：
多
忙
な
一
年
と
な
り
そ
う
で
す
。
こ

[
の
上
は
職
務
に
専
念
し
計
画
さ
れ
て

i
い
る
諸
行
事
を
適
正
か
つ
円
滑
に
処

i
理
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

[
宗
侶
や
寺
族
こ
檀
信
徒
の
教
化
育
成

i
に
も
更
な
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い

~
と
思
っ
て
い
ま
す
。

~
ど
う
か
今
年
度
も
役
職
員
二
回

~
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

i
し
て
、
誠
心
誠
意

~
鋭
意
努
力
し
て
い

口
嘉
意
で
ご
ざ
い

~
ま
す
の
で
ど
う
か

]
よ
ろ
し
く
お
願
い

[
申
し
上
げ
ま
す
。

0
教

化

主

事

多

田

利

昭

〇
念
願
の
宗
務
所
会
館
建
設
開
始

宗
務
所
会
館
が
、
平
成
十
八
年
ニ

月
三
日
地
鎮
式
を
了
え
、
着
工
と
な

り
ま
し
た
。
最
新
の
殺
備
を
備
え
た

二
階
建
て
建
物
延
面
積
約
二
七
三
2

m

の
立
派
な
会
館
で
す
。
駐
車
場
完
備

で
松
江
駅
に
ほ
ど
近
い
寺
町
に
建

設
、
今
夏
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

宗
務
所
や
各
団
体
の
活
動
が
さ
ら
に

充
実
，
活
発
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま

す。〇
宗
務
所
研
修
会

現
職
研
修
の
ミ
ニ
版
、
「
宗
務
所

研
修
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象

は
若
手
宗
侶
。
平
成
十
六
年
は
「
基

本
進
退
作
法
」
、
平
成
十
七
年
は

「
引
導
法
語
の
作
り
方
」
で
い
ず
れ

も
好
評
で
し
た
。
平
成
十
八
年
は

「
受
戒
作
法
」
を
予
定
し
て
お
り
ま

す。〇
宗
務
所
青
少
年
教
化
員
研
修
会

平
成
十
七
年
は
一
般
専
門
家
を
呼

島一

自

活

： （第22号）

~
び
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
の
講
習
を

i
致
し
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
は
宗
教

i
家
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
講
師
に
「
カ
ウ

i
ン
セ
リ
ン
グ
」
講
習
の
予
定
で
す
。

~
〇
梅
花
流
宗
務
所
養
成
所

~
師
範
会
入
会
は
敷
届
が
高
い
と
感

~
じ
る
師
範
。
詠
範
初
級
者
の
為
の
養

]
成
所
を
開
設
し
て
三
則
目
に
入
り
ま

i
し
た
。
一
期
二
年
で
毎
月
一
回
上
級

~
師
範
が
指
導
に
当
た
り
、
大
変
好
評

i
で
師
範
詠
範
が
増
え
、
梅
花
講
も
増

~
加
し
て
い
ま
す
。

⑥

赦

化

主

事

森

田

に

て

，，’』J’≫、 9

族中

梅
たうと師宗 花— ⇒

゜いだしと管 流千き
ツのこを師元根ー といても長 全名ら
フ寺!マJ仰範選県中 参い導に宮 国をら 闘望
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、
月
一
日

の
成
果
を
活

い
く
よ
う
努

花
山
口
県

に
開
催

会

と

て

い

る

時

代

々

宗

侶

に

な
に
が
き
る
の
？
。
た
だ
た
だ
日
々
の
精
進
、
研

鑽
以
外
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。
平
成
十
八
年
五
月

二
十
六
日
、
本
庁
主
催
「
禅
を
き
く
会
」
並
び
に

「
山
口
県
檀
信
徒
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

大
会
が
宗
門
と
檀
信
徒
の
絆
を
よ
り
密
に
す
る
一
っ

き

っ

る

よ

う

願

努

力

い

ま

す

。

＠

教

化

主

事

荒

木

玄

多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
大
き
な
事
故

会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
心

り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご
恩
に
報
い
る
に
は
今
後
こ
の
大

て
、
梅
花
流
の
発
展
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

.• •心面況-、~て--

平
成
十
七
年
度
宗
務
所
主
催
行
事
は
も
と
よ
り
、

各
団
体
の
多
方
面
な
活
動
に
よ
り
、
実
り
あ
る
一
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
幾
つ
か
特
記
し
ま
す
と
、

六
月
の
本
山
研
修
会
は
継
持
寺
様
を
会
場
に
行
い
ま

し
た
が
、
三
一
四
名
と
い
う
大
人
数
の
参
加
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
十
月
の
中
国
管
区
婦
人
会
鳥
取
大

会
に
は
、
三
百
余
名
の
参
加
と
い
う
盛
況
で
し
た
。

婦
人
パ
ワ
ー
に
敬
服
と
期
待
を
持
つ
次
第
で
す
。
同

じ
く
、
十
月
の
「
禅
を
き
く
会
」
に
は
約
七
百
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ヘ
の
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
の
設
置
依
頼
に
よ
る
檀
信
徒
以
外
の
参
加

が
見
受
け
ら
れ
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
同
じ
く

十
月
の
県
寺
族
会
研
修
会
に
は
、
「
岡
山
。
愛
生

園
」
、
「
閑
谷
学
校
」
、
「
成
興
寺
参
拝
。
幼
稚
園
見

学
」
に
伺
い
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
に
、
昔
も
今
も
教
育
に
か
け
る
方
々
の
情
熱
に
、

感
激
し
ま
し
た
。
宗
門
は
教
育
・
若
年
層
へ
の
更
な

る
力
入
れ
が
望
ま
れ
ま
す
。

十
八
年
度
は
、
六
月
に
本
山
研
修
会
を
永
平
寺
様

に
て
行
い
ま
す
が
、
二
班
に
分
け
て
、
四
百
名

加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
十
月
の
檀
芦

会
は
、
板
橋
禅
師
に
講
師
を
お
願
い
し

十
一
月
に
は
、
中
曹
青
鳥
取
大
会
バ
．
‘

さ
れ
ま
す
。
若
手
宗
侶
の
エ

でノ

＠

教

化

主

事

平

澤

峻

山

m 
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こ
有

り

雌

さ

を

、

て

下

さ

い

ま

し

た

。

で

確

か

め

て

み

ろ

と

い

う

こ

と

は

、

そ

く

仏

道

を

学

ぶ

正

師

に

出

会

え

た

こ

と

で

、

今

、

自

分

が

生

き

て

い

る

こ

今

を

生

き

る

力

に

な

っ

て

い

ま

す

。

仏

道

に

親

し

み

学

ぶ

こ

と

で

、

と

い

き

た

と

願

っ

て

い

ま

す

。

そ

し

こ

を

知

に

は

あ

り

ま

せ

ん

。

う

こ

と

を

考

え

た

こ

と

っ

た

の

で

す

。

は

死

に

た

く

な

い

と

い

う

思

い

か

ら

出

て

き

一

い

と

思

え

る

生

き

方

を

す

れ

ば

い

い

。

い

つ

[

で

行

き

詰

ま

っ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

つ

か

ず

、

徒

に

日

を

過

ご

し

て

お

り

ま

し

た

ら

、

「

何

も

し

働

き

場

所

を

紹

介

し

て

下

さ

る

方

が

あ

り

ま

し

た

。

感

し

た

の

は

、

自

分

の

生

き

方

が

決

ま

っ

て

い

な

い

と

、

何

を

f

る

に

し

て

も

方

向

が

定

ま

ら

い

つ

つ

も

、

と

う

す

る

こ

と

も

で

き

ず

、

気

持

ち

が

沈

む

ば

か

り

で

し

た

。

本

屋

で

、

「

正

法

眼

蔵

」

田

霊

林

」

と

い

聞

き

覚

え

の

あ

る

文

字

を

見

つ

け

ま

専

門

僧

常

に

入

り

こ

任
す
l

「

堂

頭

和

尚

は

、

正

師

や

否

や

」

こ
ま
、

,
1
|
 

｛
＼
ノ

b”
り こ

き

方

を

し

こ。ー
、

学

ば

ざ

る

に

は

」お

示

し

に

接

し

た

時

、

し＼
仕

事

を

始

め

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

り

ま

し

た

。ヽ゚し
こ

の

よ

う

な

生

き

方

が

円

分

に

で

き

舌、

I
 

1

1

1

1

n

 

と

ク
＼
一

,
9
.
 

い

る

の

「

正

と

書

か

れ

玉

に

出

て

く

ニ。
ー
（

に

、

私

は

驚

き

ま

し

た

。

～～つで ・

ぁ
い

と

て

Tヽし

私

こ

こ

ま

こニ
（… 

そ

死

ん

し

さ

は

、

い

つ

で

で

も

い

い

と

い

う

生

き

方

は

、

ど

自

分

い

ま

し

ま

う

と

私

は

、

専

門

僧

堂

ま

だ

間

の

小

参

の

後

、

「

堂

頭

和

尚

は

、

正

師

に

決

4
"

私

は

、

大

学

三

年

の

時

、

高

校

時

代

の

友

仕

事

場

の

そ

し

私

の

心

に

湧

い

て

き

た

も

の

は

、

ま

こ

と

に

薄

情

な

こ

と

て

い

る

と

い

う

こ

と

ろ

し

く

な

っ

で

す

。

の

で

亡

く

つ

つ

い

小

参

の

折

、

常

頭

老

師

っ

て

る

」

と

、

の

「

常

頭

和

尚

は

、

正

師

や

否

や

」

ら

厳

し

い

お

叱

り

を

受

け

ま

し

た

。

と

い

う

知

ら

せ

を

受

け

ま

っ

て

、

セ

タ
ー
布
教
師

東

林

寺

海

ち
ょ
う

,̂ 

芳団

cノ

9J

|
1
8も
6

5
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さ

い

し

ょ

、

じ

い

ち

ゃ

ん

か

ら

セ

ミ

ナ

ー

に

参

加

し

て

み

る

か

と

言

わ

れ

た

時

、

ぼ

く

は

、

さ

び

し

く

な

る

の

が

い

や

て

こ

と

わ

り

ま

し

た

。

で

も

七

月

に

な

っ

て

、

楽

し

そ

う

な

の

で

行

く

こ

と

に

し

ま

し

た

の

そ

し

て

お

母

さ

ん

が

じ

ゅ

ん

び

を

し

て

く

れ

て

行

き

ま

し

た

。

ふ

く

山

ま

で

お

じ

い

ち

ゃ

ん

に

つ

れ

て

行

っ

て

も

ら

い

ま

し

た

。

そ

し

て

開

会

し

き

が

は

じ

ま

り

ま

し

た

（

い

し

ら

な

い

入

ば

か

り

だ

っ

た

け

ど

あ

ま

り

さ

び

し

く

＼

な

か

っ

た

で

す

。

そ

し

て

禅

師

様

の

法

話

が

む

ず

か

し

か

っ

た

で

す

。

そ

の

後

い

っ

し

ょ

に

ざ

ぜ

ん

を

し

て

、

ホ

テ

ル

に

行

き

ま

し

た

。

ホ

テ

ル

に

つ

く

と

、

室

内

ゲ

ー

ム

を

し

て

、

友

だ

ち

が

い

ろ

い

ろ

で

き

ま

し

た

。

終

わ

っ

て

か

ら

夕

食

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の

後

室

内

え

ん

そ

う

を

聞

い

て

、

松

原

先

の

お

話

を

聞

い

て

、

お

ろ

の

指

導

昌

と

な

り

ま

し

た

。

普

み

聞

か

せ

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

へ

行

き

子

供

た

ち

と

按

す

る

機

会

は

あ

る

の

で

す

が

、

教

室

と

い

う

定

め

ら

れ

た

シ

チ

ュ

エ

ー

シ

ョ

ン

で

短

期

間

だ

け

過

ご

す

の

と

は

違

い

、

二

泊

三

日

の

間

、

い

ろ

い

ろ

な

環

境

の

中

で

、

果

た

し

て

み

ん

な

と

仲

良

く

で

き

る

か

な

と

ド

キ

ド

キ

し

な

が

ら

自

己

紹

介

を

し

ま

し

た

。

も

う

一

人

の

指

導

員

で

あ

る

中

村

浩

子

先

生

が

と

て

も

優

し

く

、

子

供

た

ち

は

お

姉

ち

ゃ

ん

の

よ

う

に

慕

っ

て

く

れ

て

、

私

は

ホ

ッ

と

し

ま

し

た

。

中

村

先

生

に

は

、

班

員

の

健

康

面

へ

の

配

慮

や

部

屋

の

清

掃

の

手

伝

い

な

ど

、

細

か

な

と

こ

ろ

ま

で

お

気

遣

い

く

だ

さ

い

ま

し

て

、

本

当

に

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。楽

し

か

っ

た

事

が

た

く

さ

ん

あ

っ

た

中

で

、

私

が

感

動

し

た

の

は

、

子

供

た

ち

の

一

生

懸

命

な

と

こ

ろ

で

し

た

。

慣

れ

な

い

坐

禅

に

真

剣

に

向

か

う

姿

。

天

叡

寺

の

羅

漢

さ

ま

を

目

の

当

た

り

に

し

っ

て

森

山

そ

う

し

く

二

日

目

は

、

バ

ス

で

お

の

道

へ

行

き

ま

し

た

。

お

の

道

の

山

か

ら

見

る

海

の

け

し

き

は

、

さ

い

こ

う

で

し

た

。

ロ

ー

プ

ウ

ェ

ー

か

ら

見

る

山

も

す

ご

か

っ

た

で

す

。

ロ

ー

プ

ウ

ェ

ー

か

ら

お

り

て

は

く

ぶ

つ

か

ん

も

行

っ

て

よ

か

っ

た

で

す

。

山

の

上

か

ら

天

ね

い

寺

に

お

り

る

の

は

、

す

ご

く

、

大

へ

ん

で

し

た

。

天

ね

い

寺

の

中

は

、

す

ご

く

広

か

っ

た

で

す

。

天

ね

い

寺

で

ざ

ぜ

ん

を

や

り

終

わ

っ

て

お

の

道

ラ

ー

メ

ン

を

食

べ

ま

し

た

。

お

の

道

ラ

ー

メ

ン

は

、

お

い

し

か

っ

た

で

す

。

自

由

行

動

で

せ

ん

か

ん

ヤ

マ

ト

の

ロ

ケ

セ

ッ

ト

を

見

て

す

ご

か

っ

た

で

す

。

ロ

ケ

セ

ッ

ト

は

バ

ス

で

回

る

だ

け

だ

っ

た

け

ど

、

も

っ

と

ち

か

く

で

見

た

か

っ

た

で

す

。

え

い

画

に

行

き

た

い

で

て

唖

然

と

し

た

よ

う

な

に

、

班

別

行

動

な

ど

の

際

に

‘

い

の

気

付

い

た

点

を

伝

え

合

う

こ

と

が

で

き

る

と

こ

ろ

や

、

そ

れ

ぞ

れ

の

意

見

を

話

し

合

っ

て

決

め

て

い

る

こ

と

に

、

私

が

思

っ

て

い

た

よ

り

も

ず

っ

と

助

け

合

う

こ

と

が

で

き

て

、

友

逹

を

大

切

に

す

る

こ

と

を

学

び

と

っ

て

い

る

の

だ

な

あ

と

、

私

の

方

が

学

ば

さ

れ

る

こ

と

が

多

く

、

強

く

心

を

動

か

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

三

日

間

の

子

供

禅

イ

ン

セ

ミ

ナ

ー

で

は

、

板

橋

興

宗

禅

師

様

よ

り

ご

法

話

と

坐

禅

の

ご

指

導

を

い

た

だ

き

、

ま

た

宿

泊

会

場

で

も

坐

禅

や

朝

の

お

勤

め

や

五

観

の

偽

の

お

唱

え

な

ど

、

参

加

し

た

子

供

た

ち

に

と

っ

て

は

、

い

つ

も

の

生

活

と

違

う

こ

と

も

あ

り

少

し

難

し

い

こ

と

も

あ

ろ

う

か

と

思

わ

れ

ま

し

た

。

し

か

し

、

こ

う

し

た

あ

り

が

た

い

出

逢

い

や

体

験

を

す

る

こ

と

が

強

く

印

象

に

残

っ

て

、

大

き

く

な

っ

た

時

に

こ

の

セ

ミ

ナ

ー

を

思

い

出

し

て

い

た

だ

け

れ

ば

素

晴

ら

し

い

な

あ

と

感

じ

ま

し

た

。

す

。

三

日

目

の

せ

ん

す

い

島

で

山

に

の

ぼ

る

の

が

大

へ

ん

で

し

た

。

へ

い

か

い

し

き

で

し

ゅ

う

り

ょ

う

し

ょ

う

が

も

ら

え

て

う

れ

し

か

っ

た

で

す

。

新

し

く

友

だ

ち

が

で

き

て

、

み

ん

な

で

、

ゲ

ー

ム

を

し

た

り

、

山

に

の

ぽ

っ

た

り

、

話

が

で

き

て

、

楽

し

か

っ

た

で

す

。

ざ

ぜ

ん

は

、

長

く

て

大

へ

ん

で

し

た

。

で

も

来

隼

も

サ

マ

ー

セ

ミ

ナ

ー

で

み

ん

な

に

、

あ

っ

て

み

た

い

で

す

。

わ

た

し

は

き

ょ

年

、

島

ね

で

の

セ

ミ

ナ

ー

に

さ

ん

か

し

た

の

で

こ

年

で

一

一

回

日

で

す

。

今

年

は

広

島

け

ん

だ

っ

た

の

に
の
こ
っ
た

―
―
―
 

ど
も

セ
ミ
ナ
ー

し

)
 

J
 

＇ぃ'
た

。

と

ね

ま

し

で

、

同

き

ゅ

う

生

も

四

入

い

っ

し

ょ

に

さ

ん

か

し

ま

し

た

。

は

じ

め

に

、

ふ

く

山

の

お

寺

に

つ

き

ま

し

た

。

す

ご

く

大

き

な

お

寺

で

、

山

門

も

大

き

く

て

び

っ

く

り

し

ま

し

た

。

そ

こ

の

お

寺

で

、

ぜ

ん

じ

さ

ま

に

、

ざ

ぜ

ん

の

し

ど

う

を

し

て

い

た

だ

い

た

と

き

、

一

ー

あ

っ

、

こ

の

子

じ

ょ

う

ず

だ

ね

ニ

と

言

わ

れ

た

の

が

と

て

も

う

れ

し

か

っ

た

で

す

。

わ

た

し

は

、

毎

月

ざ

ぜ

ん

会

に

さ

ん

か

し

て

い

る

の

で

、

少

し

な

れ

て

い

ま

し

た

。

そ

の

あ

と

ホ

テ

ル

ヘ

い

ど

う

し

ま

し

た

。

う

み

の

ち

か

く

べ

の

ホ

テ

ル

で

し

た

。

ホ

テ

ル

で

ゲ

ー

ム

を

し

た

り

と

て

も

楽

し

か

っ

た

で

す

。

は

ん

長

さ

ん

や

み

ん

な

に

や

さ

し

ぐ

し

て

も

ら

い

ま

し

た

。

お

の

み

ち

の

ロ

ー

プ

ウ

ェ

イ

は

、

な

ん

回

も

見

た

こ

と

は

あ

っ

た

の

で

す

が

、

の

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

の

で

、

楽

し

み

で

し

た

。

の

っ

て

み

る

と

、

高

く

て

す

こ

し

こ

わ

か

っ

た

け

ど

、

き

れ

い

な

け

し

き

が

み

れ

て

、

と

て

も

よ

か

っ

た

で

す

。

せ

ん

す

い

島

で

の

ゲ

ー

ム

も

楽

し

か

っ

た

で

す

。

ま

た

行

き

た

い

で

す

。

~
お
し
ま
い
に
、
太
陽
よ
り
も
か
が
や

□い

て

、

瀬

戸

内

の

海

よ

り

も

き

ら

め

い

i

て

、

そ

ん

な

い

き

い

き

と

し

た

子

供

た

ロ

っ

と

の

出

逢

い

と

、

も

ち

ろ

ん

参

加

者

：

全

員

の

皆

様

と

の

ご

縁

を

い

た

だ

い

た

□Jと
に

、

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

ー
に
参
加
し

七
年
七
月
二

五
日
囲
，
＼
二
十
七
日
虚
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昨

年

の

梅

雨

時

期

に

広

島

市

内

で

行

わ

れ

た

「

青

少

年

教

化

指

導

者

研

修

会

」

に

参

加

さ

せ

て

い

た

だ

く

ご

縁

を

頂

き

ま

し

た

。

一

泊

―

一

日

の

日

程

で

内

容

は

人

楕

学

習

、

エ

ッ

セ

イ

ス

ト

、

浜

文

子

先

生

の

ご

講

義

、

そ

し

て

近

畿

管

区

教

化

セ

ン

タ

ー

主

監

の

鈴

木

顕

道

老

師

よ

り

の

ご

講

義

と

、

大

変

内

容

の

猥

い

研

修

会

で

ご

ざ

い

ま

し

た

。

研
修
会
に
参
加
し
て

とすこ

し判るの

法明も七

悦大不言

至 い 発 顛

極に゜字

゜詩後に

嚢日つ

を‘い

肥頼て

や山法

す陽友

機のと

縁詩論

が句談

.............................................................。...................。...・・・.......................。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ま
ず
人
櫂
学
習
で
は
、
広
島
県
宗
務
~

所

人

権

主

事

の

栗

原

孝

道

老

師

よ

り

、

[

外

国

入

差

別

問

題

に

つ

い

て

、

ビ

デ

オ

i

学

習

を

通

し

て

ご

教

授

頂

き

ま

し

た

。

[

日

本

で

働

く

外

国

人

労

働

者

の

就

職

問

．

題
、
会
社
で
の
対
応
、
ま
た
日
常
生
活
~

で

受

け

る

様

々

な

差

別

に

つ

い

て

を

学

．

び

ま

し

た

。

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
浜
文
子
先
生
は
~

『

元

生

か

ら

死

ま

で

取

材

現

場

で

三

十

年

]

間

眺

め

て

き

た

こ

と

」

i

日

本

人

の

生

．

活

感

の

変

化

、

家

庭

の

変

化

に

つ

い

て

．

i

』

と

い

う

演

題

で

ご

講

義

い

た

だ

き

[

ま

し

た

。

演

題

の

通

り

、

先

生

が

長

い

間

の

お

仕

事

の

中

で

様

々

な

人

に

出

会

い

、

気

・

づ

き

、

感

じ

た

こ

と

な

ど

を

、

エ

ッ

セ

[

イ

を

交

え

な

が

ら

お

話

い

た

だ

き

ま

し

・

こ。7
 青

少
年
教
化
指
導
者
と
い
う
立
場
で
~

あ

り

ま

た

、

日

々

出

会

う

人

そ

れ

ぞ

れ

i

を

教

化

、

導

く

立

場

で

あ

る

宗

侶

に

と

i

っ

て

、

様

々

な

場

合

に

お

い

て

の

先

生

[

の

感

じ

方

、

受

け

取

り

方

を

学

べ

た

こ

[

答
曰
く

―
-
l
-
_
-
『
-
h
-

』
h
-
-
l
-

―-[l

と

が

、

の

教

化

指

導

に

繋

が

る

よ

う

に

感

じ

ま

し

た

c

近

畿

管

区

教

化

セ

ン

タ

ー

主

監

の

鈴

木

顕

道

老

師

よ

り

は

「

手

話

と

の

出

会

い

」

と

題

し

、

ほ

と

ん

ど

の

手

話

未

経

験

者

の

私

ど

も

に

大

変

分

か

り

易

く

御

指

導

い

た

だ

き

ま

し

た

。

師

の

手

話

を

始

め

る

こ

と

と

な

っ

た

き

っ

か

け

か

ら

始

ま

り

、

聴

覚

障

害

に

つ

い

て

も

お

話

し

い

た

だ

き

、

ま

た

某

本

的

な

手

話

を

御

指

導

い

た

だ

き

ま

し

こ。

キ
／

こ

の

度

の

青

少

年

教

化

指

導

者

研

修

で

は

一

貰

し

て

現

代

社

会

に

お

け

る

様

々

の

問

題

を

考

え

、

ま

た

全

後

の

取

り

組

み

方

を

考

え

る

為

の

研

修

会

で

あ

っ

た

様

に

思

い

ま

し

た

。

今

後

は

、

日

々

変

化

し

て

い

く

環

境

の

中

で

生

活

す

る

全

て

の

入

や

動

物

、

ま

た

自

然

と

の

関

わ

り

に

お

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

繋

が

り

を

認

識

し

、

お

互

い

に

隔

た

り

の

な

い

暮

ら

し

が

営

め

る

よ

う

考

え

、

青

少

年

を

は

じ

め

、

有

縁

の

方

々

を

敦

化

で

き

れ

ば

と

思

い

ま

す

。

会

ー
泊
天
草
洋
頼
山

広
島
隈
運
西
寺

上

興

平
成
十
七
年
六
月
十
六
日
ー
十
七
日

於

広

島

市

ル

広

島

松

江

水

天

閣

を

会

場

に

開

催

さ

れ

た

[

中

国

管

区

布

敦

講

習

会

に

参

加

し

て

f

[

至

祷

至

祷

水

青

布

僧問 折 時る句がなとか

問 答 ‘ 晩 閏 ま が 大 つ 雲 そ 茫

う一按秋経で親きてとれ々

賓‘過に密いいがとた

よら右こ右老゜に永がは度゜る悠もる

つ ‘ 相 手 の 手 師 鈴 平 ど ‘ を 意 ゜ る 呉 大

ぞ頂続に意(::::の 木寺う熟増識山かの海

゜相し笏 喜進 単御し成しの陽彼国を

像たを作つ退 頭征てす自片の方か前

は家握慶 を 老忌もる分隅句で越に

右風る生 見 師に必為のには青のし

手なは る を随要のも触ス一国て

にり師 に 訪喜゜大のれケ筋か雲

笏゜匠 笏ねし切とた lに‘か

を見か を てた なな言）し連水

0 0 0 0 0,..  0 ● ● 0 ● ● 0,  0 0 0 口・ • • • • • • • • • • ● 0 ● 0 0 ・・・ 0 0 0 9 • 0 0...  O • c o ● 0 ● ● 9 • • 2 0 • •ヽ o ・・・・・· •......... o o....  0 0 ●...............。....,..,...............0 0 • • 9 • • •...。

髪山

単

頭

名

師

の

進

退

威

儀

は

水

の

範

た

り

。

新

到

和

尚

が

真

似

す

る

の

で

は

否

や

、

各

自

の

師

匠

の

家

風

に

準

ず

る

が

宜

し

と

指

導

い

た

す

。

総

持

寺

で

は

明

了

に

左

手

に

如

意

右

手

に

房

を

寺
つ
。

ふ
↓
J

不

図

、

眼

を

床

の

聞

に

転

ず

れ

ば

禅

語

が

掛

か

る

始

随

芳

草

去

本

田

後

堂

老

師

よ

り

i

i

去

は

ユ

ク

II

と

訓

む

べ

し

と

聞

き

及

べ

ど

も

出

典

は

不

明

な

り

と

。

自

坊

に

帰

り

再

三

祖

録

を

幡

き

碧

厳

録

著

す

始

随

芳

草

去

又

遂

落

花

回

三

十

六

則

長

沙

一

日

遊

山

ノ

話

長

沙

禅

師

の

遊

山

は

往

来

自

在

、

往

く

時

は

芳

草

に

誘

わ

れ

又

帰

り

路

は

落

花

を

遂

う

て

没

縦

跡

。

好

句

と

の

出

合

い

る

も

の

と

＾

し

た

あ

り

ま

す

。

僧

問

う

＇ 会
玉
堕

会

道

セ 平
成
十
七
年
九
月
十
五
日
（
，
十
六
日

於
松
江
市
ホ
テ
ル
水
天
閣

西

ー
布
教
師

孝
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ま 拝りよ何

す口登‘ うを道

゜白のそか‘元

話聞旅れ~゜ど禅
をは．口をその師

聞ーに感れよは

い見参じをう宋

てに加る知にに

もししたる完渡

本かまめたはり

をずしにめれ、

読ーたーとた い ‘

んと゜天いの':;

で言 童うで：

もい 寺よし、

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●................. 

な

か

な

分

ら

な

い

こ

と

が

、

実

物

を

見

れ

ば

一

目

で

納

得

で

き

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

と

言

っ

て

も

、

今

の

中

国

に

お

い

て

道

元

禅

師

の

姿

を

求

め

る

の

は

至

帷

の

技

で

す

。

時

代

と

共

に

、

政

治

体

制

が

変

わ

り

、

寺

院

の

建

物

が

変

わ

り

、

中

国

仏

教

も

変

わ

り

ま

し

た

。

何

も

か

も

が

道

元

禅

師

の

入

宋

時

と

は

大

き

く

違

い

、

当

時

を

偲

ば

せ

る

も

の

は

ほ

と

ん

ど

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

の

中

に

お

い

て

―

つ

だ

け

変

わ

ら

な

い

も

の

か

あ

り

ま

す

。

名

前

で

す

。

地

名

、

寺

院

名

、

人

名

が

同

じ

な

の

で

す

。

名

前

を

た

よ

り

に

想

像

を

ふ

く

ら

ま

せ

て

い

く

作

業

は

、

と

て

も

楽

し

い

も

の

で

す

。

=h-―-』-』――ー―一―==-――
-l-

二
―
_
-
ー
-
_
-
_
-
l
-
-
l
-

『-_

中
国

立

報

告

＼
道
元
禅
師
を
感
じ
る
旅
＼

金
で
買

ぬ
も
の

セ
ン
タ
ー
布
教
師
宝
隆
寺
f
O

EH
羊
ロ

明

独

房

で

や

っ

と

悟

っ

た

買

え

ぬ

も

の

朝

日

川

柳

平
成
十
七
年
十
月
十
三
日
ー
十
四
日

於
米
子
市
皆
生
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
天
水

鳥
取
票
米
子
市

]

時

期

を

同

じ

く

し

て

、

耐

雲

偽

装

、

ホ

i

一

テ

ル

東

横

イ

ン

の

違

法

改

築

な

ど

が

明

[

[

ら

か

に

な

っ

た

。

三

者

と

も

己

の

利

益

[

~
の
み
を
追
求
し
た
結
果
の
出
来
事
で
あ
~

一

っ

た

。

こ

れ

ら

の

事

件

は

、

私

逹

に

金

]
銭
で
は
買
う
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
の
~

[

本

当

の

幸

せ

は

何

な

の

か

を

考

え

さ

せ

[

i

る

も

の

だ

と

思

う

。

i
平
成
十
七
年
十
月
十
三
・
十
四
日
に
~

[

鳥

取

県

米

子

市

の

皆

生

温

泉

で

曹

洞

宗

．

]

婦

人

会

中

国

管

区

研

修

会

が

開

催

さ

れ

[

i

た

。

本

部

婦

人

会

長

様

を

は

じ

め

、

た

・

]

く

さ

ん

の

来

賓

を

お

迎

え

し

、

三

百

人

i

]

近

い

会

員

が

参

加

し

た

。

宗

教

学

者

で

]

あ

る

ひ

ろ

さ

ち

ゃ

先

生

の

『

般

若

心

経

―

の

こ

こ

ろ

て

と

題

す

る

二

回

の

講

演

と

、

i

一
車
椅
子
の
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
で
あ
る
~

]
小
西
達
也
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
主
な
~

]

研

修

内

容

で

あ

っ

た

。

「
金
で
買
え
な
い
も
の
は
な
い
」
と
~
お
―
一
人
の
お
話
は
、
人
は
ど
う
や
っ
・

豪

語

し

て

い

た

ラ

イ

ブ

ド

ア

の

堀

江

社

]

た

ら

幸

せ

に

生

き

て

行

く

こ

と

が

で

き

[

長
が
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
」
る
の
か
を
教
え
て
く
だ
さ
る
も
の
だ
っ
~

時

間

か

過

ぎ

た

だ

ろ

う

か

。

こ

の

事

件

]

た

°

ひ

ろ

先

生

は

、

婦

人

会

の

『

会

員

[

は

、

現

代

の

営

利

追

求

型

社

会

を

炉

芦

5

[

の

誓

い

』

の

根

本

に

な

る

布

施

、

愛

語

、

．

す
る
も
の
と
私
に
は
感
じ
ら
れ
た
。
~
利
行
、
同
事
と
い
う
教
え
を
分
か
り
や
i

す

く

説

い

て

く

だ

さ

り

、

こ

の

四

つ

の

教

え

を

実

践

し

て

行

く

こ

と

か

本

当

の

幸

せ

を

得

る

道

で

あ

る

と

教

え

て

く

だ

さ

っ

た

。そ

し

て

小

西

さ

ん

は

、

わ

た

し

た

ち

が

持

っ

て

い

る

日

常

生

活

の

中

の

い

く

つ

も

の

幸

せ

を

教

え

て

く

だ

さ

っ

た

。

温

か

い

ご

飯

が

食

べ

ら

れ

る

こ

と

、

お

風

呂

に

入

れ

る

こ

と

、

家

族

と

共

に

食

事

が

で

き

る

こ

と

な

ど

、

私

逹

が

あ

た

り

ま

え

だ

と

思

っ

て

い

る

日

常

生

活

が

と

て

も

貴

重

な

も

の

で

あ

る

こ

と

を

教

え

て

い

た

だ

い

た

。

金

で

買

え

な

い

も

の

は

た

く

さ

ん

あ

る

と

思

う

。

二

十

一

世

紀

は

『

心

』

の

時

代

だ

と

騒

が

れ

て

久

し

い

が

、

今

こ

そ

金

で

買

え

な

い

『

心

』

を

真

剣

に

磨

く

時

な

の

だ

と

痛

感

す

る

。

こ

の

研

修

会

で

教

え

て

い

た

だ

い

た

こ

と

を

仏

教

徒

と

し

て

胸

に

刻

み

、

今

あ

る

我

が

命

に

感

謝

し

て

こ

れ

か

ら

の

日

々

を

過

ご

し

た

い

。

合

掌

i
道
元
禅
師
が
上
陸
さ
れ
た
寧
波
の
造
~
ね
る
の
で
。
朝
課
に
随
喜
し
中
国
音

]

に

「

道

元

禅

師

入

宋

記

念

碑

]

が

建

て

一

の

読

経

を

聞

き

、

異

国

で

の

学

び

を

実

]

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

港

で

船

中

に

三

]

感

し

ま

し

た

。

~
ヶ
月
間
留
ま
ら
れ
ま
す
。
戒
脹
の
問
題
•
そ
の
他
、
道
元
禅
閏
が
遍
歴
さ
れ
た

一

も

言

葉

の

習

得

も

あ

っ

た

の

て

し

ょ

諸

山

の

い

く

う

か

を

訪

ね

ま

し

た

。

阿

~
う
。
こ
こ
に
阿
育
王
山
の
典
座
が
訪
ね
]
育
王
寺
、
天
台
山
万
年
寺
、
普
陀
山
、

．

て

き

て

、

禅

の

学

び

の

一

歩

が

始

ま

り

．

道

元

禅

師

は

こ

こ

で

何

を

思

い

何

を

学

i

ま

す

。

ば

れ

た

の

か

、

史

伝

と

照

ら

し

あ

わ

せ

]

天

童

寺

は

永

平

寺

に

似

て

い

る

と

言

i

な

が

ら

思

い

を

め

ぐ

ら

し

ま

す

。

栄

西

]

わ

れ

ま

す

。

禅

尻

の

イ

メ

ー

ジ

が

こ

こ

．

禅

師

の

跡

を

追

い

、

梅

花

に

導

か

れ

、

~
で
具
体
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か

C
]

仏
殿
i
正
師
を
求
め
て
の
旅
で
し
た
。
そ
し
て
、
．

~
前
で
苔
を
干
す
老
典
座
と
の
間
答
。
如
．
再
び
天
童
寺
に
上
り
、
如
浄
禅
師
の
下

]

浄

禅

師

と

妙

高

台

で

の

面

授

。

憎

堂

で

]

で

身

心

脱

落

さ

れ

た

の

て

す

し

~
の
叱
咤
檄
励
。
天
童
寺
の
伽
藍
を
巡
り
．
異
国
の
地
で
身
心
を
挙
し
て
の
参
学

]

な

が

ら

、

「

正

伝

の

仏

法

」

の

源

を

訪

い

、

志

を

新

た

に

す

る

旅

で

し

た

。

曹
洞
｛

人

国
管
区

瑞
仙
寺
内
巨
{

m

[

景

子
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.、■平成18年度事業計画

I, 

，、，，，／

ノ

彎

ー

ヽ

ヽ
卓

｀ ‘r 

｀ノ （平成18年4月1日～平成19年3月31日）

月 日 1ヽ丁一 事 備 考

13（木）～14（金） 全国教化センター連絡協議会 宗務庁

4 
21（金） センター企画委員会 広島市 ホテルニューヒロデン

27（木）～28（金） 人権三者協議会 広島市 ホテルサンルート広島

中国管区教化センター報第22号発刊

8 （月） センター布教師協議会 広島市 ホテルニューヒロデン
5 

未定 曹洞宗婦人会中国管区役員会

未定 集中伝道 山口県宗務所管内
6 

27（火）～28（水） 青少年教化指導者研修会 大田市 大田スカイホテル

4 （火）～ 5（水） 管区役職員人権学習会 広島市 ホテルサンルート広島
7 

26（水）～28（金） 第22回子ども禅インサマーセミナー 出雲市 県立青少年の家サンレイク

， 6 （水）～ 7（木） センター布教協議会・講習会 大田市 国民宿舎さんべ荘

11（水）～12（木） 曹洞宗婦人会中国管区研修会 山口県萩市萩本陣

10 未定 集中伝道 広島県宗務所管内

未定 布教師特設検定（中国・四国・九州） 四国管区内

2 （木） センター運営・企画委員会 広島市
11 

未定 全国教化センター連絡協議会 関東管区

1 下旬 中国管区教化センター報第23号編集会議

2 
未定 布教委員長会議・役職員会議 岡山県宗務所管内

19（月）～20（火） 島根県布教講習会 出雲市 出雲ロイヤルホテル

I・ “と

’
 i
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’ , 

統監 松 原 徹 心 光善寺 〒755-0035山口県宇部市西琴芝2-1-46 云 (0836)21-5465 

主監 村 上 邦 雄 摩詞術寺 〒722-0202広島県尾道市原田町梶山田4338 云 (0848)38-0656 

賛事 蔵重宏昭 玄済寺内 〒753-0811山口県山口市吉敷1584 合 (083)922-4560 

賛事 檀 上 一 祥 吉祥寺内 〒722-2416広島県尾道市瀬戸田町林686 合 (0845)27-0719 

•ノ

（尾道水道を望む）

＇ 
編
集
後
記

＠
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
も
―
―
十
二
回

＼． 

を
迎
え
ま
し
た
が
、
今
回
よ
り
紙

面
を
刷
新
し
て
大
変
読
み
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

＠
三
十
園
年
記
念
行
事
の
一
環
で

あ
り
ま
す
「
法
話
集
」
に
、
お
忙
し

い
中
、
貴
重
な
る
下
稿
を
頂
戴
致

し
ま
し
た
執
筆
者
各
位
に
は
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
内
に
発
刊
を
目
指
し
て
進

め
て
い
ま
す
の
で
、
い
ま
暫
く
お

．

待
ち
下
さ
い
。
そ
の
節
に
は
管
内

ご
寺
院
様
に
送
付
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

・
（
主
監
）

、
0

時
代
に
即
し
、
よ
う
や
く
当
セ

ン
タ
ー
も
簡
単
な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。
行
事
案

内
・
行
事
報
告
等
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
ご

意
見
等
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

＠
別
紙
リ
ス
ト
の
通
り
、

•以
傭
ょ

り
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
出
を

rっ

て
い
ま
す
。
諸
行
事
に
ご
活
用
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
。
（
賛
事
）
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